
北海道社会事業協会帯広病院

発行日
2011.5.12

No.4

地域医療連携ニュース地域の患者さんと共に、地域と共に！
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脊椎手術に関して

　当科では、頚髄症に対し選択的椎弓形成術を、腰椎椎間板ヘルニア及び腰部脊柱管狭窄症に対し、内

視鏡による手術を行っています。いずれも低侵襲（２～３ｃｍ程度の傷）手術で、道内でも行っている

施設はわずかです。関心のある患者様がいましたら気軽にご相談ください。

整形外科の紹介

　平成21年４月整形外科診療を再開してから３年目に突入し

ます。現在、札幌医大から派遣常勤医師３名と非常勤医師６

名のスタッフで診療を行っております。

　急性期病床50床、手術件数560件（平成22年度）救急疾患、

地域連携によりご紹介頂いた患者様も外傷はほとんどの症例

で即日手術の対応をしております。

　また、大学から非常勤医師応援による部位別専門外来（脊

椎、手の外科、肩関節、股関節）、疾患別（骨軟部腫瘍、スポー

ツ）専門診において高度な専門医療を実践しています。

　保存療法中心です。関節鏡視下半月板切除術やデブリードマ

ンは特別な場合を除いて行いません。手術治療は最小侵襲人工

膝関節置換術（８cm 未満の術創）ないしは、同じく８cm 以内

の傷で関節鏡を併用した高位脛骨骨切術により軟骨の再生を促

します。人工関節単顆型の症例数が多いのも特徴です。

前十字靱帯再建術に関して

　日本における膝靭帯再建術の第一人者、史野根生先生の元に留

学し、また大阪大学で研究していた最新の半月板、軟骨治療を導

入しています。移植腱を症例毎に使い分けていますが、再断裂も

しくは経年的に劣化し半月板軟骨損傷を生じた症例の再々建術に

は膝蓋腱を用います。

　複合靱帯損傷は一期的に再建術施行し、半月板は極力温存修復

術に努めています。

変形性膝関節症治療に関して

医長　鈴木　智之

整形外科ついて

最小侵襲手術に関して

　当院では肩腱板損傷・肩関節脱臼等の肩関節疾患、足部・足

関節疾患も内視鏡治療を実践しています。

スポーツ外来に関して

　大学病院からの応援を受けてトレーニングを受けた専門理学療法士によるスポーツリハビリテーショ

ン、メディカルチェック、各種競技の帯同等フィールド活動にも力を入れています。受診した患者さま

の実に７割の患者さんにスポーツリハビリテーションを実施しています。お困りの症例ございましたら、

ご相談あるいはご紹介ください。

半腱様筋腱を用いた解剖学的
２重または３重束再建術

膝蓋腱を用いた長方形
骨孔解剖学的再建術
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眼科の紹介

ぶどう膜炎について

　私自身これまで口腔内アフタ性潰瘍、眼症状、皮膚症状、外陰部潰瘍を四大主症状とするベーチェッ

ト病に関する研究、そして両眼性のぶどう膜炎、髄膜刺激症状、内耳障害を主症状とする原田病に関す

る研究を行ってまいりました。

　昨年７月には私たちは HLA-B51以外の新たなベーチェット病の疾患関連遺伝子 (IL10と IL23R-
IL12RB2) を同定し米国雑誌 Nature Genetics.[2010 Aug;42:703] にその結果を報告しました。

これからもより一層サルコイドーシス、ベーチェット病、原田病に伴うぶどう膜炎、また原因不明のぶ

どう膜炎などに対する診断・治療に力を入れてゆきたいと思います。

　当院眼科は今年度も常勤医師２名体制を維持し、これまで地域医療

を支えてきた開業医の先生方とも益々連携を取り、患者さんによりよ

い医療を提供できるよう努力してゆきたいと思います。今年度は古

くより使用していた眼底カメラの買い替えと、光干渉断層計（OCT）
新規導入を行う予定でございます。それに伴いより一層の糖尿病網膜

症の病期診断、ぶどう膜炎・糖尿病黄斑症に対するステロイドテノン

嚢下注射、加齢黄斑変性症に対するルセンティス治療に力を入れてゆ

く所存でございます。
医長　堀江　幸弘

眼科常勤２名体制を維持

　また全身疾患を有した患者さん、あるいは全身麻酔を必要とする患者さんに対する手術を積極的

に行ってゆこうと考えております。通常の両眼白内障手術の入院期間もこれまでの11日から月曜入

院、日曜退院の１週間に短縮する予定でございます。
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　第４回地域医療連携室主催講演会が協会病院３階講堂で、

『肝・胆・膵の読影講座　～基礎から鑑別診断まで』と題して、

札幌医科大学放射線医学講座の河合有里子先生を講師に開催さ

れました。出席者は十勝管内からの先生方をはじめ医師25名の

ほか、市内や管内町村に勤務する放射線技師、臨床検査技師の

方も23名と多く参加されてました。院内職員も合わせて総勢62

名の方々が研修されました。今後も、超音波診断、核医学診断、

各診療科治療など最新治療の紹介などのテーマで講演会を企画

する予定です。

第４回地域医療連携講演会 平成23年３月２日　
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帯広協会病院各科医師名簿
平成23年４月１日

　今年も恒例の地域医療連携懇親会を６月中旬に
開催いたします。


